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［第 3 章］では、これらの観測データを処理し、行き会い関係にある（4,000m 以内（ほぼ、5 分以







年、実海域における衝突危険度評価として研究が進んでいる航行妨害ゾーン（OZT：Obstacle Zone by 
Target）の基本的な理論に基づく検討を行った。具体的には、OZT 研究会で提唱され OZT 計算と密接
に関わる衝突予測線（LOPC：Line of Predicted Collision）や衝突予測位置（PPC：Predicted Position of 
Collision）の計算方法について概説するとともに、PPC を基準とした危険度評価指標（DREP： Degree 
of Risk Evaluation index on the basis of PPC）による評価手法を提案した。本評価方法は、相対運動（DCPA
や TCPA）によらない真運動による評価方法である点も大きな特徴である。 
 
［第 5 章］では、行き会い関係にある 2 船が船首前方で交差した場合と船尾後方で交差した場合に
応じた簡易なシナリオを用いて、第 4 章で提案した危険度評価指標値 DREP を基準とした危険度評価
手法による危険度評価を試行するとともに、第 3 章で示した実海域での 140 パターンの行き会いケー









位置座標上に 2 船のバンパーの位置関係を表示する空間の評価が可能となる。       以 上 
